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修士論文要旨
『風俗画報』が描く子どもの姿
―明治・大正期における都市の子どもの生活史の素材として―
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１．研究の目的と対象
　本研究は、雑誌『風俗画報』の子どもの記述から、近代
における子どもの生活を読み取る試みである。当該期の子
どもの生活に関する先行研究は少なくないが、「生活史」研
究と述べながらもその内容が教育面に偏るものも多く、研
究の余地は十分に残されている。そこで本研究は、『風俗画
報』の子どもに関する記述を分析することで、明治中期か
ら大正初期における特に都市の子どもの生活、およびそれ
を見つめ介入する大人の視線とはどのようなものであった
のかを明らかにし、「子ども生活史研究」の素材としての
『風俗画報』を検討することを目的とする。
　雑誌『風俗画報』は、日本初の「画報」と銘打つ、石版
画によるグラフ誌である。明治22年２月から大正５年３月
まで、27年間にわたって刊行され、総冊数は518冊にのぼる。
「眼前ニ見ル所ノ風俗ヲ網羅集載シ」という編集方針のも
と、「風俗」に関するあらゆる記事が掲載された。子どもに
関する記事も例外ではなく、豊富なテーマから構成された
『風俗画報』は、明治・大正期における子どもの姿を探る上
で、他の史料にはあまり類を見ない内容や描写方法を含ん
でいる。従来、『風俗画報』に対する史料としての評価は必
ずしも安定したものではなかったが、子どもに関する記述
に限定すれば、史料の少ない当該期の子ども研究の素材と
して、貴重であるといえるだろう。
２．『風俗画報』における子どもの記述
　第２章から第７章では、子どもを描いたテーマ・内容の
変化から、便宜的に６期に分けて整理と分析を進めた。第
１期 ［明治22年～26年］には、維新前の子どもの姿が多く
描かれ、同時代の子どもに関する記事は年中行事に関わる
ものに偏り、大人は年中行事や遊びの中の子どもに対して
比較的寛容であったという、３つの特徴がみられた。日清
戦争期である第２期 ［明治26年～明治28年］における子ど
もは、将来国家のために尽くすことが望まれ、「たのもし」
くあるよう求められた。本期は、大人が与える子ども形成
のための文化と、それに応じる男児の行動のなかで、軍国
化していく子どもの世界が特徴的である。第３期 ［明治29
年～明治36年］では、学校の内外において教育的価値に基
づく判断がなされ、子どもに奨励すべきものと規制すべき
ものとが分けられた。さらに本期には下層社会の子どもに
も目が向けられ、彼らは憐れむべき対象、「救恤」すべき存
在であると捉えられた。第４期 ［明治36年～明治39年］で
は、日露戦争の影響を受け、子どもの世界が再び軍国化し
た。本期に見る子どもは、将来国家に尽くし、国家を保護
する国民としての役割を期待され、家庭、学校、社会にお
いて「軍國主義」に基づく精神と身体を養成すべき対象で
あった。第５期 ［明治39年～明治45年］には、学校教育や
遊び、年中行事などの様々な場面において子どもを「健全
なる國民」に養成するための方策がとられた。第６期 ［大
正１年～大正５年］には、特に東京を中心とした都市の子
どもに関する記事が多く掲載された。本期の都市の子ども
は、大人からみると「不幸」で「可哀さう」な存在であっ
た。
３．「子ども生活史研究」の素材としての『風俗画報』
　終章となる第８章では、「子ども生活史研究」の素材とし
ての『風俗画報』を検討した。『風俗画報』に示された子ど
も観を整理・分析し、『風俗画報』に描かれた子どもの姿に
は、当時の社会状況と『風俗画報』自体の編集方針が強く
反映されていることを確認した。記事中の子どもは、実際
の子どもそのままであるというより、むしろ『風俗画報』
によってそのように「描かれた」のである。
　この点をふまえた上で「子ども生活史研究」の素材とし
ての『風俗画報』を再評価すると、１．掲載が長期にわた
り、２．量的安定性があり、３．画資料が豊富で、４．扱
うテーマの範囲が広く、５．他には珍しい通俗的内容を含
むために、当該期の子どもの生活を広く捉え直すための素
材としての価値は高いといえるだろう。特に、本誌の特徴
である石版により子どもを描写した画資料は、編集者の意
図や子ども観が直接反映される文章記事に比べ、当時の生
活を読みとる好材料となりうる。一方で『風俗画報』は、１．
あくまで大人が関心をもつ子どもの姿のみが示され、２．そ
の描かれ方には当時の大人の子ども観が強く反映されてお
り、３．雑誌全体の史料性と個々の記事の史料性を十分に
検討する必要がある、などの限界も有する。しかし、これ
らの限界を考慮してもなお、「子ども生活史研究」の素材と
しての『風俗画報』は価値が高い。すなわち、その限界を
十分に吟味した上で扱えば、『風俗画報』は「子ども生活史
研究」の素材として大いに役立ちうるのだ。
